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抗議文 

 

去る２月 24 日に開始されたロシアによるウクライナへの軍事侵攻は、力による一方的な

現状変更の試みであり、国際社会の平和と安定を著しく脅かす行為として、強い憤りを覚

えるとともに、断じて容認できるものではありません。 

本市は昭和 61 年（1986 年）12 月に平和都市宣言を採択し、毎年、被爆地広島への市民

派遣や平和のつどいなどを通し、戦争の悲惨さや平和の尊さを学び、世界の平和と安全を

希求する絶え間ない運動を続けております。 

 城陽市民を代表し、ロシアによる軍事侵攻とウクライナの主権と領土への侵害に強く抗

議するとともに、世界の恒久平和の実現に向け、ロシア軍の即時撤収と国際法の遵守を強

く求めます。 

 

２０２２年 ３月１０日 

京都府城陽市長 

奥田 敏晴 

                                                           

 

 


